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基本の整理

演　習

解法のポイント

類 題

1例 題 整

確認問題

練習問題

2例 題 整

1例 題 整

確認問題

練習問題

2例 題 整

例 題 □□乗法定理と加法定理

ある試行における 2つの事象A，Bについて，P（A）= 712 ，P（B）=
5
8 ，P（A∩B）=

11
24 である

とき，を求めよ。ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2
つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象

ある試行における 2つの事象A，Bについて，P（A）= 712 ，P（B）=
5
8 ，P（A∩B）=

11
24 である

とき，を求めよ。ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2

つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象
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ある試行における 2つの事象A，Bについて，P（A）= 712 ，P（B）=
5
8 ，P（A∩B）=

11
24 である

とき，を求めよ。ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2
つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象ある試行における 2つの事象

〈期待値①〉　▶数量 Xの値が x1，x2，…，xnをとるとき，各値をとる確率を p1，p2，…，pn　た

だし p1 ＋ p2 ＋ … + pn ＝ 1であるとき，x1 p1 ＋ x2 p2 ＋……xn pn　を数量 Xの期待値という。

1　1つのさいころを投げるとき，出る目の期待値を求めよ。

〈期待値②〉　▶期待値には単位をつける。

2　100000 本のくじの中に，1 等 100000 円が 2 本，2 等 10000 円が 50 本，3 等 1000 円が 100 本
入っているという。このくじを 1本引いたときの賞金額をXとして，Xの期待値を求めよ。

〈期待値③〉　▶表の出る合計金額を Xとして，まず Xのとりうる値を求める。

3　3枚の 100 円硬貨を同時に投げて表の出る合計金額の期待値を求めよ。

〈期待値④〉　▶それぞれの求めた確率の和が 1になることを確認する。

4　白玉 2個，赤玉 1個が入った袋から，1個を取り出して色を調べてから再び袋へ戻す。この試
行を 3回くり返したとき，赤玉のでる回数の期待値を求めよ。

〈期待値の利用〉　▶もらえる金額の期待値を計算して参加料と比べる。

5　1個のさいころを投げて，出た目の数だけ 100 円硬貨をもらうゲームがある。参加料は 1回投
げるたびに 400 円である。このゲームに参加することの損得について調べよ。

第⓾講座　期待値



22─ 1─ 1

8　1個のさいころを 1回投げるとき，1と 6の目が出ると 200 円，2と 4 の目が出ると 100 円，3
の目が出ると 50 円をそれぞれもらえ，5の目が出るともらえないものとする。この試行を 1回

行うときのもらえる金額の期待値を求めよ。

9　白玉 7個と赤玉 3個が入っている袋から玉を 2個同時に取り出すとき，赤玉 1個につき 10 点
の得点とする。このとき，得点の期待値を求めよ。

10　白玉 2個，青玉 5個，赤玉 3個が入っている袋から玉を 1個取り出し，白玉が出たときは
1000 円，青玉が出たときは 100 円もらい，また，赤玉が出たときは 800 円を支払うゲームがあ

る。このゲームに参加することの損得を調べよ。

11　箱の中に1，2，3のカードが 2枚ずつ入っている。この箱から同時に 3枚のカードを取
り出すとき，書いてある数の和の期待値を求めよ。

12　　　　 白玉 3個と赤玉 1個の入った袋から，1個を取り出して色を調べてから再び袋へ戻
す。この試行を 3回くり返して，赤玉のでた数と同じ枚数の 100 円硬貨をもらえるゲームがあ

る。ゲームの参加料が 150 円のとき，ゲームに参加することの損得について調べよ。

　　　　�もらえる 100 円硬貨の合計金額をX円とすると，Xのとる値は，0，100，200，300 であ

る。

7　　　　1個のさいころを 1回投げて，奇数の目が出たときは 300 円もらい，2の目がでたとき
は 600 円，4と 6 の目が出たときは 200 円をそれぞれ支払うゲームがある。このゲームに参加す

ることの損得を調べよ。

1例 題 整

確認問題

練習問題

2例 題 整

類 題

1例 題 整

確認問題

練習問題

2例 題 整

例 題 □□期待値の利用

6　1個のさいころを 1回投げて，1の目が出たときは 300 円，2 の目がでたときは 200 円も
らい，他の目のときは 100 円支払うゲームがある。このゲームに参加することの損得につい

て調べよ。

　支払う金額について負の値として期待値を計算する。

さいころを投げてもらえる金額をX円とするとXの値は 300，200，−100 の

場合がある。

解法のポイント

基本の整理

演　習
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【p.23】

1　1 から 6 の目が出る確率はそれぞれ 1
6 である

から，出る目の期待値は 1× 1
6 +2×

1
6 +3×

1
6

+4× 1
6 +5×

1
6 +6×

1
6 ＝

7
2

2　
X 100000 10000 1000

確率 2───100000
50───100000

100───100000

上の表から，求めるXの期待値は，

100000× 2
100000 +10000×

50
100000 +1000×

100
100000

＝8（円）

3　表のでる合計金額をX円とする。Xのとる値
は，0，100，200，300 である。
X＝0である確率は，表が 1枚も出ない確率だか

ら，3C0（ 1
2 ）3＝ 1

8
X=100 である確率は，表が 1 枚，裏が 2 枚であ

る確率だから，3C1（ 1
2 ）（ 1

2 ）2＝ 3
8

X=200 である確率は，表が 2 枚，裏が 1 枚であ

る確率だから，3C2（ 1
2 ）2（ 1

2 ）＝ 3
8

X=300 である確率は，3枚とも表である確率だか

ら，3C3（ 1
2 ）3＝ 1

8
よって表は次のようになる。
X 0 100 200 300 計

確率 1─8
3─8

3─8
1─8 1

したがって，求める期待値は，

　0× 1
8 +100×

3
8 +200×

3
8 +300×

1
8

　＝150（円）
4　赤玉の出る回数をXとすると，Xのとる値は，
0，1，2，3である。

X=0 である確率は，3C0（ 2
3 ）3＝ 8

27

X=1 である確率は，3C1（ 1
3 ）（ 2

3 ）2= 1227
X=2 である確率は，3C2（ 1

3 ）2（ 2
3 ）= 627

X=3 である確率は，3C3（ 1
3 ）3= 127



よって次のような表ができる。
X 0 1 2 3 計

確率 8─27
12─27

6─27
1─27 1

したがって，求める期待値は，

　0× 8
27 +1×

12
27 +2×

6
27 +3×

1
27＝1（回）

5　もらえる金額をX円とすると，次のような表が
できる。
X 100 200 300 400 500 600 計

確率 1─6
1─6

1─6
1─6

1─6
1─6 1

もらえる金額の期待値は，

　100× 1
6 +200×

1
6 +300×

1
6 +400×

1
6 +

　500× 1
6 +600×

1
6 ＝350（円）

これは参加料の 400 円より少ないので，このゲー
ムに参加することは損である。

【p.24】
6　さいころを投げてもらえる金額をX円とする。
1の目が出る確率，2の目が出る確率はそれぞれ
1
6 ，他の目が出る確率は

4
6 であるから，次の表

のようになる。
X 300 200 −100 計

確率 1─6
1─6

4─6 1

もらえる金額の期待値は，

　300× 1
6 +200×

1
6 +（−100）×

4
6

　＝1006 ＝
50
3（円）

よって期待値は正の値であるから，このゲームに
参加することは得である。

7　もらえる金額をX円とすると，次のような表が
できる。
X 300 −200 −600 計

確率 3─6
2─6

1─6 1

もらえる金額の期待値は，

　300× 3
6 +（−200）×

2
6 +（−600）×

1
6

　＝− 503（円）
よって，期待値が負の値より，このゲームに参加
することは損である。

8　もらえる金額をX円とすると，次のような表が
できる。
X 0 50 100 200 計

確率 1─6
1─6

2─6
2─6 1

よって，求める期待値は，

　0× 1
6 +50×

1
6 +100×

2
6 +200×

2
6

　＝3253（円）

9　得点を X点とすると，Xのとる値は，0，10，
20 である。

X＝0となる確率は， 7C2
10C2＝

7
15

X＝10 となる確率は，7C1×3C1
10C2 ＝

7
15

X＝20 となる確率は， 3C2
10C2＝

1
15

よって次のような表ができる。
X 0 10 20 計

確率 7─15
7─15

1─15 1

したがって，求める期待値は，

　0× 7
15 +10×

7
15 +20×

1
15＝

90
15＝6（点）

10　もらえる金額をX円とすると，次のような表
ができる。
X 1000 100 −800 計

確率 2─10
5─10

3─10 1

よって，もらえる金額の期待値は，

　1000× 2
10 +100×

5
10 +（−800）×

3
10＝10（円）

期待値が正の値より，このゲームに参加すること
は得である。

11　数の和をXとすると，樹
形図から，Xのとる値は，4，
5，6，7，8となる。
X＝4である確率は，

　 2C1
6C3 ＝

2
20

X＝5である確率は，

　 2C1
6C3 +

2C1
6C3 ＝

4
20

X=6 である確率は， 2C1×2C1×2C1
6C3 = 820

X＝7である確率は，2C1×2C1
6C3 ＝ 4

20

X＝8である確率は， 2C1
6C3 ＝

2
20

和

1　　　2　43　5

1 ─ 2　　　2　53　6
3 ─ 3　7

2　　　2 ─ 3　7
3 ─ 3　8



22─ 1─ 1

よって，次のような表ができる。
X 4 5 6 7 8 計

確率 2─20
4─20

8─20
4─20

2─20 1

したがって，求める期待値は，

　4× 2
20 +5×

4
20 +6×

8
20 +7×

4
20 +8×

2
20＝6

12　もらえる 100 円硬貨の合計金額をX円とする
と，Xのとる値は，0，100，200，300 である。

X＝0である確率は，3C0（ 3
4 ）3＝ 2764

X＝100 である確率は，3C1（ 1
4 ）（ 3

4 ）2= 2764
X＝200 である確率は，3C2（ 1

4 ）2（ 3
4 ）= 964

X＝300 である確率は，3C3（ 1
4 ）3= 164

よって，次のような表ができる。
X 0 100 200 300 計

確率 27─64
27─64

9─64
1─64 1

したがって，もらえる金額の期待値は，

　0×2764 +100×
27
64 +200×

9
64 +300×

1
64

　＝ 480064 ＝75（円）
よって，参加料の 150 円と比べると少ないので，
このゲームに参加することは損である。




